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タミ・グリーン
ほんとうにあったお話

はなし

をもとに書
か

かれました
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「イエスのようにバプテスマを受
う

けることが……わたしの望
のぞ

みです」（『子
こ

供
ども

の歌
か

集
しゅう

』〔英
えい

語
ご

〕104）

日
ひ

暮
ぐ

れどき，タツキは自
じ

転
てん

車
しゃ

で家
いえ

に向
む

かっていました。
タツキは自

じ

宅
たく

近
ちか

くのなだらかなおかをかけおりるのが
大
だい

好
す

きでしたが，暗
くら

くなる前
まえ

に家
いえ

に帰
かえ

らなければなりませ
んでした。
自
じ

転
てん

車
しゃ

を止
と

めると，初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の先
せん

生
せい

の山
やま

田
だ

姉
し

妹
まい

がアパー
トに上

あ

がって来
く

るのが見
み

えました。
「こんにちは，タツキ」と山

やま

田
だ

姉
し

妹
まい

はにっこり笑
わら

って言
い

い
ました。「あなたのバプテスマについてお話

はなし

をし
に来

き

たのよ。」
タツキの家

か

族
ぞく

は，教
きょう

会
かい

にふたたび集
つど

い
始
はじ

めたばかりでした。タツキは初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

で友
とも

達
だち

とすごすのが好
す

きだったの
で，バプテスマを受

う

けることを特
とく

に楽
たの

しみにしていました。山
やま

田
だ

姉
し

妹
まい

とタ
ツキは一

いっ

緒
しょ

にエレベーターに乗
の

り，ア
パートにいるママに会

あ

いに行
い

きました。
「タツキ，バプテスマを受

う

けることでイ
エス・キリストにしたがうことを選

えら

んでくれ
てうれしいわ」と山

やま

田
だ

姉
し

妹
まい

は言
い

いました。「バ
プテスマを受

う

けるときに，わたしたちは天
てん

の御
おん

父
ちち

と聖
せい

約
やく

を
交
か

わすのよ。聖
せい

約
やく

って何
なに

か知
し

ってる？」
タツキは山

やま

田
だ

姉
し

妹
まい

から質
しつ

問
もん

されるとは思
おも

ってもいません
でした。少

すこ

しどきどきしました。でも，ママはタツキをはげ
ますようにほほえみました。
「約

やく

束
そく

のこと？」タツキははずかしそうにたずねました。
「そのとおりよ」と山

やま

田
だ

姉
し

妹
まい

は言
い

いました。「天
てん

の御
おん

父
ちち

は，わたしたちはつねにせいれいを受
う

けることができると約
やく

束
そく

しておられるのよ。天
てん

の御
おん

父
ちち

にどんな約
やく

束
そく

をするか知
し

っ
ている？」
タツキは首

くび

を横
よこ

にふりました。「分
わ

からない。」
「ヒントをあげましょう。せいさんを取

と

る前
まえ

に聞
き

くいのりの
中
なか

にその約
やく

束
そく

があるのよ」と山
やま

田
だ

姉
し

妹
まい

は言
い

いました。「わ
たしたちは，進

すす

んでイエス・キリストの御
み

名
な

を受
う

け，いつも
主
しゅ

を覚
おぼ

え，主
しゅ

のいましめを守
まも

ることを天
てん

の御
おん

父
ちち

に約
やく

束
そく

する
の。イエスの御

み

名
な

を受
う

けるってどういう意
い

味
み

だか分
わ

かる？」
タツキは首

くび

を横
よこ

にふりました。ママが助
たす

け船
ぶね

を出
だ

してく
れました。「末

まつ

日
じつ

聖
せい

徒
と

イエス・キリスト教
きょう

会
かい

の会
かい

員
いん

であるこ
とを喜

よろこ

んで人
ひと

に伝
つた

えるということよ。イエスがここにいたら
されるであろうことを行

おこな

うということなの。」

「イエスはどんなことをされるの？」とタツキはたずねまし
た。
「イエスは人

ひと

に親
しん

切
せつ

にされるでしょうね。悲
かな

しんでいる人
ひと

や病
びょう

人
にん

を助
たす

けられるわね」と山
やま

田
だ

姉
し

妹
まい

が言
い

いました。「そ
れから，どのようにいましめにしたがえばよいかを人

ひと

々
びと

に教
おし

えられるでしょうね。」
タツキはすごく不

ふ

安
あん

な気
き

持
も

ちになりました。しかめ面
つら

にな
り，「ぼくはバプテスマを受

う

けられないと思
おも

う」と言
い

いました。
「どうして？」とお母

かあ

さんはたずねました。
「約

やく

束
そく

が多
おお

すぎるんだもん！ 毎
まい

日
にち

イエスさまのようにな
れないと思

おも

う。」
ママはタツキをぎゅっとだきしめました。「昨

きの う

日，ユナが
泣
な

いているときにタツキが助
たす

けてくれたわね。」
タツキはうなずきました。妹

いもうと

が悲
かな

しんでいたので，また楽
たの

しくなれるよう，面
おも

白
しろ

い顔
かお

をして見
み

せたり，遊
あそ

んであげたり
しました。
「それに先

せん

週
しゅう

，いとこたちが物
もの

を分
わ

け合
あ

って，おたがいに
親
しん

切
せつ

にできるよう助
たす

けてあげたわね。そのとき，タツキはイ
エスさまにしたがっていたのよ。」
タツキは，それがイエスさまにしたがっているということ
だとは知

し

りませんでした。少
すこ

し気
き

が楽
らく

になりました。それ
ならできる，と思

おも

いました。
山
やま

田
だ

姉
し

妹
まい

は言
い

いました。「間
ま

違
ちが

いをおかしたら，くい改
あらた

めるこ
とができるのよ。ごめんなさ
い，と言

い

って，前
まえ

より上
じょう

手
ず

に
できるように努

ど

力
りょく

できる
の。くい改

あらた

めると，天
てん

の
御
おん

父
ちち

はゆるしてくださる
わ。わたしたちはいつも
努
ど

力
りょく

し続
つづ

けられるのよ！」
タツキはもうそれほど不

ふ

安
あん

ではありませんでした。う
れしい気

き

持
も

ちがしました。
「バプテスマを受

う

けたい！」と言
い

いました。
ママと山

やま

田
だ

姉
し

妹
まい

はにっこり笑
わら

いました。山
やま

田
だ

姉
し

妹
まい

は，タ
ツキの名

な

前
まえ

が書
か

かれたモルモン書
しょ

をタツキにわたしました。
タツキは，毎

まい

日
にち

イエスさまのようになる努
ど

力
りょく

ができると知
し

って
うれしくなりました。もうバプテスマが待

ま

ち切
き

れません。●
このお話

はなし

を書
か

いた人
ひと

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

ユタ州
しゅう

に住
す

んでいます。�
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